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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成29年9月7日(2017.9.7)

【公開番号】特開2017-129597(P2017-129597A)
【公開日】平成29年7月27日(2017.7.27)
【年通号数】公開・登録公報2017-028
【出願番号】特願2017-69908(P2017-69908)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  33/68     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/02     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ   33/68     　　　　
   Ｃ１２Ｑ    1/02     ＺＮＡ　
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成29年6月22日(2017.6.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シヌクレインファミリーのＣ末端酸性テールドメインペプチドに結合したサイトカイン
を含む融合タンパク質であって、前記サイトカインが、インターロイキン２、インターロ
イキン１２、インターロイキン１５およびインターロイキン１８からなる群から選択され
、シヌクレインファミリーのＣ末端酸性テールドメインペプチドが、α－シヌクレインの
Ｃ末端酸性テールドメインのアミノ酸残基１０３～１１５（配列番号２２）、アミノ酸残
基１１４～１２６（配列番号２３）、アミノ酸残基１１９～１４０（配列番号２４）およ
びアミノ酸残基１３０～１４０（配列番号２５）、β－シヌクレインのＣ末端酸性テール
ドメインのアミノ酸残基８５～１３４（配列番号２７）、γ－シヌクレインのＣ末端酸性
テールドメインのアミノ酸残基１～１２７（配列番号２８）、または、γ－シヌクレイン
のＣ末端酸性テールドメインのアミノ酸残基９６～１２７（配列番号２９）から選択され
る、全血試料中のナチュラルキラー（ＮＫ）細胞を刺激することによってＮＫ細胞活性を
測定することにおける使用のための前記融合タンパク質。
【請求項２】
　サイトカインがインターロイキン２である、請求項１に記載の融合タンパク質。
【請求項３】
　サイトカインがインターロイキン１２である、請求項１に記載の融合タンパク質。
【請求項４】
　サイトカインがインターロイキン１５である、請求項１に記載の融合タンパク質。
【請求項５】
　サイトカインがインターロイキン１８である、請求項１に記載の融合タンパク質。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項に記載の融合タンパク質を含む、全血試料中のナチュラル
キラー（ＮＫ）細胞を刺激することによってＮＫ細胞活性を測定することにおける使用の
ための組成物。
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【請求項７】
　配列番号６または配列番号１０のアミノ酸配列と少なくとも８０％の同一性、配列番号
２のアミノ酸配列と少なくとも８４％の同一性、配列番号４のアミノ酸配列と少なくとも
９３％の同一性、または、配列番号８のアミノ酸配列と少なくとも８８％の同一性を有す
るアミノ酸配列を含む、全血試料中のナチュラルキラー（ＮＫ）細胞を刺激することによ
ってＮＫ細胞活性を測定することにおける使用のためのポリペプチド。
【請求項８】
　配列番号２、配列番号４、配列番号６、配列番号８、または、配列番号１０のアミノ酸
配列と少なくとも９０％の同一性を有する、請求項７に記載のポリペプチド。
【請求項９】
　配列番号２、配列番号４、配列番号６、配列番号８、または、配列番号１０のアミノ酸
配列と少なくとも９５％の同一性を有する、請求項７に記載のポリペプチド。
【請求項１０】
　配列番号２、配列番号４、配列番号６、配列番号８、または、配列番号１０のアミノ酸
配列からなる、請求項７に記載のポリペプチド。
【請求項１１】
　請求項７～１０のいずれか一項に記載のポリペプチドをコードするオリゴヌクレオチド
。
【請求項１２】
　請求項７に記載のポリペプチドをコードする核酸配列を含み、核酸配列が、配列番号１
、配列番号３、配列番号５、配列番号７または配列番号９の核酸配列、または、それらの
相補鎖と少なくとも８０％の同一性を有する、オリゴヌクレオチド。
【請求項１３】
　配列番号１、配列番号３、配列番号５、配列番号７または配列番号９の核酸配列、また
は、それらの相補鎖と少なくとも９０％の同一性を有する、請求項１２に記載のオリゴヌ
クレオチド。
【請求項１４】
　配列番号１、配列番号３、配列番号５、配列番号７または配列番号９の核酸配列、また
は、それらの相補鎖と少なくとも９５％の同一性を有する、請求項１２に記載のオリゴヌ
クレオチド。
【請求項１５】
　配列番号１、配列番号３、配列番号５、配列番号７または配列番号９の核酸配列、また
は、それらの相補鎖からなる請求項１２に記載のオリゴヌクレオチド。
【請求項１６】
　請求項１１～１５のいずれか一項に記載のオリゴヌクレオチドを含む、ベクター。
【請求項１７】
　請求項１６に記載のベクターを含む、宿主細胞。
【請求項１８】
　全血試料中のナチュラルキラー（ＮＫ）細胞を刺激し、それによって人為的にＮＫ細胞
を活性化してＮＫ細胞分泌サイトカインを生成させる作用物質を含み、
　作用物質が、ポリイノシン・ポリシチジン酸（ポリＩ：Ｃ）、または、インターロイキ
ン２、インターロイキン１５およびインターロイキン１８からなる群から選択される少な
くとも１つの精製／単離された刺激性サイトカインであるか、あるいは、それを含む、
ＮＫ細胞活性を測定するためのキット。
【請求項１９】
　ＮＫ細胞分泌サイトカインがインターフェロン－ガンマ（ＩＦＮ－γ）である、請求項
１８に記載のキット。
【請求項２０】
　ＮＫ細胞分泌サイトカインが腫瘍壊死因子－アルファ（ＴＮＦ－α）である、請求項１
８に記載のキット。
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【請求項２１】
　抗ＩＮＦ－γ抗体、抗ＴＮＦ－α抗体および抗ＭＩＰ－１β抗体の群から選択される少
なくとも１つの抗体をさらに含む、請求項１８に記載のキット。
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